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はじめに 

（１）背景 

人口減少、少子化・高齢化、高齢世帯増加、空き家の増加とい

った集落を取り巻く環境はますます厳しくなり、集落活動の維持

というものが難しくなることが予想されます。 

このような状況で、人口が減っても住みやすい集落を維持・実

現していくためには、集落が果たす役割が重要であり、積極的、

自主的に集落の課題に取り組んでいただけるように支援する施策

が必要になっています。 

 

（２）目的 

持続可能な集落づくりや更なるコミュニティの形成など集落の

機能維持・活性化を図り、身近な地域課題の解決を目的として実

施する、集落の自主的かつ主体的な活動を支援することを目的と

します。 

 

（３）支援制度の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『集落元気プラン』に掲げる集落活動・機能の維持、コミュニティの形

成、活性化、課題解決に向けた事業や取り組みに対する必要な支援 

既存事業での実施 

※場合によっては 
制度の拡充により実施 

 

（既存事業で対応できない場合） 

集落元気プラン推進事業補助金 
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補助対象経費の１０分の１０ 

 

区・自治会 

 ※補助申請者は区・自治会長名義として、他の集落と連携した事業については、連名で申請す

ることとします。 

 ※連携事業については、（２）集落元気プラン活動支援事業が対象となります。 

※青年会、子ども会、婦人会、老人会などの各種集落内の団体が主体となる事業 

も対象となります。 

集落元気プラン推進事業補助金は、「（１）集落元気プラン策定支援事業」と「（２）

集落元気プラン活動支援事業」から構成されます。 

  

「集落元気プラン」策定に係る事業に対して支援を行います。 

  ※集落元気プラン・・・将来にわたる集落機能の維持及び活性化を目指すため、

集落の１０年先、２０年先にある未来を見据えた集落づくりに関する事項を定

めた将来的ビジョン。 

１）集落元気プラン策定支援事業 

  

「集落元気プラン」に基づき実施する事業で、集落活性化につながると認められる事

業に対して支援を行います。 

２）集落元気プラン活動支援事業[令和２年度から令和６年度まで] 

１．補助金の構成 

２．補助金の概要 

（１）補助対象者 

１）集落元気プラン策定支援事業 

 

それぞれの事業について、下記のとおり補助金を交付します。 

  ※補助対象経費は５ページを参照してください。 

   ※千円未満は切り捨てとします。 

（２）補助率 

 

補助対象経費の５分の４以内の額（８割以内） 

２）集落元気プラン活動支援事業 
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補助限度額の算出例 
 

[例１]区長取扱い数 50 世帯の場合 

   (1)均等割額：350,000円 

(2)区長取扱数に応じた額：5,000円×50世帯＝250,000円 

単独事業補助限度額(1)+(2)＝600,000 円 
(3)連携枠限度額＝100,000 円 

       

 [例２]区長取扱い数 150 世帯の場合 

   (1)均等割額：350,000円 

(2)区長取扱数に応じた額： 
(5,000円×100世帯)+{(5,000円×50世帯)×0.9}＝725,000円 

単独事業補助限度額(1)+(2)＝1,075，000 円 
(3) 連携枠限度額＝100,000 円 

 

[例３]区長取扱い数 220 世帯の場合 

   (1)均等割額：350,000円 

(2)区長取扱数に応じた額： 

(5,000円×100世帯)+{(5,000円×100世帯)×0.9}+{(5,000円×20世帯)×0.8}  
＝1,030,000円 

単独事業補助限度額(1)+(2)＝1,380，000 円 

(3) 連携枠限度額＝100,000 円 

（３）補助限度額 

 

補助限度額：400,000円 

１）集落元気プラン策定支援事業 

 

補助事業期間中（令和 2年度から令和 6年度まで）における各集落の補助金総額 

は下記により算出します。 

 

(1)「均等割額」＋(2)「区長取扱数」から算出。 

   (1)均等割額：350,000円 

(2)区長取扱数に応じた額：1世帯あたり 5,000円 

※ただし、100世帯を超えるごとに 10％ずつ逓減。 

※区長取扱数の基準日は令和 2年 4月 1日とします。 

 

  (3)連携枠  

複数集落で事業を連携した場合は、1集落 100,000円を上限に 

上乗せして交付。 

 

２）集落元気プラン活動支援事業 
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補助残額の計算例 
 

 Ａ区[150世帯の集落] Ｂ自治会[50世帯の集落] 

補助限度額 
◆単 独：1,075,000円 

◇連携枠： 100,000円 

◆単 独：600,000円 

◇連携枠：100,000円 

令和 2年度 

実施事業 

◆単独事業 

事業費：600,000円 

600,000円×4/5 
＝補助額 480,000円 

◆単独事業 

事業費：200,000円 

200,000円×4/5 
＝補助額 160,000円 

令和 3年度 

実施事業 

◆単独事業 

事業費：500,000円 

500,000円×4/5 
＝補助額 400,000円 

◆単独事業 

事業費：350,000円 

350,000円×4/5 
＝補助額 280,000円 

◇連携枠（Ａ区・Ｂ自治会連携事業） 

事業費：150,000円 

150,000円×4/5＝補助額 120,000円 

協議により、 

  Ａ区：補助額 90,000円 Ｂ自治会：補助額 30，000円とした。 

令和 3 年度末 

残額 

◆単独 

補助限度額 1,075,000円 

－ 令和 2年度 480,000円 

－ 令和 3年度 400,000円 

単独残額  195,000 円 

 

◇連携枠 

補助限度額 100,000円 

－ 令和 2年度      0円 

－ 令和 3年度 90,000円 

連携枠残額 10,000 円 

◆単独 

補助限度額 600,000円 

－ 令和 2年度 160,000円 

－ 令和 3年度 280,000円 

単独残額  160,000 円 

 

◇連携枠 

補助限度額 100,000円 

－令和 2年度       0円 

－令和 3年度  30,000円 

連携枠残額  70,000 円 

 

※令和２年度から令和６年度までの補助期間中に補助限度額を超えない範囲内まで交付し、 

 単年度に補助限度額の全額交付も可能とします。 

※連携した事業を行う場合は、それぞれの集落の費用負担割を事前に相談してください。 
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次に掲げる事業例が対象となる経費となりますが、「集落元気プラン」に掲げる事業で、 

集落の活性化につながると認められたものに限ります。 

 

補助対象となる経費は、補助対象事業に直接要する経費で、具体的には次のような 

経費が考えられます。 

（４）補助対象経費 

 

・先進地視察のための研修費、旅費 

・プラン策定に伴う会議費（お茶代、コピー代等）など 

１）集落元気プラン策定支援事業 

２）集落元気プラン活動支援事業 

◆集落活動（例） 

盆踊り大会復活に向けて提灯・やぐら等整備費用及び盆踊り講師謝礼／バーベキュー大会

の用具購入費用／レクレーション時に使用するテント購入費用／世代間交流のためのめん

こやけん玉の購入費用／サロン開催に伴う机や高齢者用椅子の購入費用／集落のコミュニ

ティを図るため集会所備品の整備費用（例：エアコン設置費用、プロジェクター・ホワイ 

トボード・マイクなどの購入費用）等 

◆伝統文化継承（例） 

伝統行事の映像化・マニュアル化に係る費用／伝統文化の用具購入、修繕に係る費用／伝統

行事の広報宣伝費や案内看板製作費用／伝統文化継承のための団体立ち上げに係る費用等 

◆防災・高齢者（例） 

避難所での情報収集をするためのテレビ設置費用やラジオ購入費用／高齢者世帯の除雪に

必要なスコップ等購入費用／高齢者のための手摺設置に係る費用等 

◆空き家、空き地管理（例） 

空き家周辺や空き地の草刈りに使用する草刈り機購入費用／空き家問題に関する弁護士へ

の相談料に係る費用／空き地を駐車場として整備する費用等 

◆環境美化（例） 

奉仕作業の用具購入費用／樹木伐採に使用するチェーンソーの購入費用／公園の緑化、芝

生管理するための芝刈機等購入費用／公園などにベンチを設置する費用等 

◆農業・漁業（例） 

集落内で担い手育成のため農業体験・漁業体験を開催する費用等 

◆リーダー育成（例） 

リーダー育成のための研修旅費、研修会講師謝礼等の費用等 
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【当該事業に直接要する経費】 

補助対象経費は当該事業に直接要するものとし、その内訳は概ね次のとおりとします。 

科目 説明 備考 

賃金 資格者・技術者等の作業賃金 
団体の構成員への労務対価は
除く。 

報償費 講師・指導者等への謝礼、調査・研究に係る報償費等 
団体の構成員及びそれに準ず
る人に対する報償は除く。 

旅費 
外部から招く講師、指導者への交通費及び宿泊費、視察

のための研修旅費 
 

消耗品 事業の実施に直接的に必要で使途が明確な消耗品  

食料費 会議、打合せ、研修会等に伴うお茶代 食料費は対象外。 

印刷製本費 チラシ、ポスター、資料、パンフレット等の印刷製本費  

通信運搬費 案内の送料等  

保険料 
事業の実施に必要な保険料（参加者、講師等の保険料を

含む） 
 

委託料 
団体の構成員では行うことが困難、又は外部委託した方

が効率的なもの 
 

使用料及び 

賃借料 
事業を実施するための会場、車両・機器等の借り上げ料  

工事請負費 事業で使用する施設・設備等のための工事経費  

修繕料 事業で使用する施設・設備・物品等の修繕経費  

備品購入費 イベント・祭事等で使用する備品  

原材料費 事業に直接必要な材料代  

その他 その他、事業の実施に必要であると町長が認める経費  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に掲げるものは対象外経費となります。 

① 補助事業よりも、主に団体の普段の活動、運営、経常的な維持管理に使われる経費 

② 集落住民の人件費及び個人給付的な経費（申請団体の構成員への謝礼等） 
③ 飲食に係る経費（会議、研修会等に伴うお茶、水類を除く） 
④ 商品券等の金券の購入代金 
⑤ 貸付金又は保証金、基金積立金 
⑥ 用地取得や造成に要する経費 
⑦ 領収書等により支払ったことを明確にすることができない経費 

⑧ 趣旨の不明確な経費 

（５）補助対象外経費 
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 集落元気プラン推進事業を活用した活動は、以下の手順で実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当該年度に必要な補助金を申請 

交付申請書、事業実施計画書等の作成 

➡８ページ 

 
プランに掲げる活動に対する支援 

  
役場へ『集落元気プラン』を提出 

※(2)集落元気プラン活動支援事業を活用す 

るための条件 

 

集落内で話し合い『集落元気プラン』作成 

➡７ページ 

３．活動の流れ 

① 集落元気プランの作成 

② 集落元気プランの提出 

① 交付申請書・事業実施計画書の作成 

区・自治会 

美
浜
町
役
場 

補助制度等による支援 

１）集落元気プランの提出 

 

役場へ交付申請書等を提出 

② 補助金の申請 

 

・プラン策定のアドバイス 

・先進的な集落の取組事例紹介 

・プラン策定に係る経費を補助 

 ⇒(1)集落元気プラン策定支援事業 

集落元気プラン策定の支援 

２）集落元気プラン推進事業補助金の申請 

美
浜
町
役
場 

  
交付決定の通知 

 ※概算払いの請求があった場合は交付 

③ 交付決定・概算払 
  

活動の実施と併せて、活動状況を記録 

※交付決定を受けた後から事業を開始 

※必要に応じて概算払いを請求 

➡１１ページ 

④ 活動の実施・記録 

区・自治会 

  

事業完了後、実績報告書等を作成 

➡１２ページ 

⑤ 実績報告書の作成 
 
役場に実績報告書等を提出 

⑥ 実績報告書の提出 

  

補助金交付額確定の通知 

⑦ 補助金交付額の確定 

  

補助金交付額確定の通知後、補助金請求書

を作成                  ➡１５ページ 

⑧ 請求書の作成 

⑨請求書の提出 

プランの提出 

⑩ 補助金清算・支払い 
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＜作成までの順序（例）＞ 

 ①集落のさまざまな年代が集まり、１０年先、２０年先を見据えて集落の課題に対する 

  対策や取り組みについて話し合う。 

 ②課題を解決してくために「集落」で実施すること、「行政」の支援が必要なことを検討。 

 ③上記、①②を“見える化”するため、『集落元気プラン』としてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成したプランは役場に提出してください。プランに基づく活動に対し、計画的に支援を 
行えるようにプランを参考にご提案させていただきます。 

※作成したプランは区民の間で情報を共有していただき、集落と行政の情報共有としても活 
用させていただきます。 

※プランは随時更新可能ですが、更新した場合はその都度役場へ提出してください。 

   
集落のさまざまな年代が意見を出し合い、１０年先、２０年先を見据えて今後の集落

の課題に対する対策についてまとめていただき、「集落元気プラン」を作成します。 

４．各種様式の作成 

① 集落元気プランの作成 

１）集落元気プランの提出 

＜集落元気プランサンプル＞ 

今後の集落活動のテーマを元気宣言として記入してください。 

更新した場合は作成日の下に更新日として記入してください。 

今後の集落活動や集落の課題に対する対策を記載してください。
（１．集落活動から６．健康に関することはあくまでも分野の例
として挙げています。必要な分野のみを記入してください。） 

記入した集落活動や集落の課題に対して、町に支
援・検討してほしいことを記入してください。 
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◆交付申請書（様式第 1 号） 

様式第１号（第６条関係） 

   

令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

 

美浜町長 □□ □□ 様 

 

住 所  美浜町○○25-25 

団体名  ○○区 

代表者名 区長 美浜 太郎 ○印  
 
 

集落元気プラン推進事業補助金交付申請書 

 

令和○年度において、下記のとおり、集落元気プラン推進事業補助金の交付を受けたいの

で、集落元気プラン推進事業補助金交付要綱第６条の規定により、関係書類を添えて申請し

ます。 

 

                  記 

 

１ 補助事業の名称   （２）集落元気プラン活動支援事業 

２ 補助事業の目的及び内容   伝統文化の継承、集落活性化及び世代間交流を図る 
ことを目的に、子どもや若者世代に囃子を教えるた 
め、定期的に練習会を開催する。 

３ 事 業 費 総 額    ４０１，０００ 円 

（うち補助対象経費   ４０１，０００ 円） 

４ 補助金交付申請額    ３２０，０００ 円（1,000円未満切り捨て） 

５ 事業着手・完了予定日   着手日：令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

完了日：令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 
 

６ 添付書類 

(1) 事業実施計画書（様式第２号） 

(2) 収支予算書（様式第３号） 

(3) 集落元気プラン 

(4) 設計書又は見積書の写し 

(5) その他町長が必要と認める書類 

代表者の住所としてください。 

プラン策定に係る経費の補助は、「（１）集落元気プラ

ン策定支援事業」と記載し、目的及び内容については、

「集落元気プラン策定に係る経費」としてください。 

２）集落元気プラン推進事業補助金の申請 

  

（１）集落元気プラン策定支援事業及び（２）集落元気プラン活動支援事業の補助金を
申請する際は、関係書類を添えて交付申請書を提出してください。 

② 交付申請書・事業実施計画書の作成 

記入例 

当該年度の３月中旬までに完了するようにしてください。 

(1)(2)９，１０ページのとおり。 

(3)作成した集落元気プランを提出してください。 

(4)事業実施計画書（様式第 2 号）の事業費積算内訳

の根拠が分かる資料を提出してください。 

(5)必要な場合は役場から提出を依頼します。 

補助対象経費×4/5 

連携事業の場合は連名で申請してください。 
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◆交付申請書添付書類 (1)事業実施計画書（様式第 2 号） 

 

様式第２号（第６条関係） 

事 業 実 施 計 画 書 

 

（単位：円） 

事 業 名 事 業 費 事業費積算内訳 適  要 

（２）集落元気プラ

ン活動支援事業 

401,000円 笛 １０本 

110,000円×1.1＝121,000円 

 

太鼓 ２台 

 250,000円×1.1＝275,000円 

 

囃子の練習を周知するための 

チラシ印刷代     5,000円 

 

 

 

 

記入例 

事業に必要な経費を積算し、詳細に記入してください。 
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◆交付申請書添付書類 (2)収支予算書（様式第 3号） 

様式第３号（第６条関係） 

収  支  予  算  書 

 

 

１ 収入の部                           （単位：円） 

科  目 予算額 内    容 

区費 

 

町補助金 

81,000円 

 

320,000円 

 

 

集落元気プラン推進事業補助金 

合  計 401,000円  

 

 

２ 支出の部                           （単位：円） 

科  目 予算額 内    容 

備品購入費 

 

印刷製本費 

396,000円 

 

5,000円 

笛、太鼓購入費 

 

チラシ印刷代 

合  計 401,000円  

合計のうち 

補助対象経費  計 
401,000円  

合計のうち 

補助対象外経費 計 
0円  

 

 

 

【補助金計算】 

補助対象経費 401,000円×4/5≒320,000円（千円未満切捨て） 

科目は５ページを参照してください。 

記入例 

連携事業の場合は、それぞれの集落の区費・
町補助金を分かるように記入してください。 
（例）□□区 xx,xxx円 
   △△区 xx,xxx円 
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◆概算払請求書（様式第 9号） 

 

様式第９号（第９条関係） 

  令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

 

美浜町長 □□ □□ 様 

 

住 所    美浜町○○25-25 

団体名    ○○区 

代表者名  区長 美浜 太郎 ○印  

 

 

集落元気プラン推進事業補助金概算払請求書 

 

令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日付け 美浜町指令ま 第 〇〇 号で補助金の交付決定を受けた

集落元気プラン推進事業補助金のうち、下記の金額を概算払（第１ 回）で交付されるよう

集落元気プラン推進事業補助金交付要綱第９条第２項の規定により請求します。 

 

記 

 

１ 請求金額         ２２０，０００ 円 

      内訳 交付決定額   ３２０，０００ 円 

         （交付済額         ０ 円） 

         （今回請求額  ２２０，０００ 円） 

         （残  額   １００，０００ 円） 

 

２ 振込先 

フリガナ ○○ク クチョウ ミハマ タロウ 

口座名義人 ○○区 区長 美浜 太郎 

金融機関名 □□銀行 

支店名 □□支店 

預金種目 普 通 ・ 当 座 

口座番号 ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ 

  

交付決定後、活動を実施するうえで事前に必要な補助金を概算払請求書によって請求

することができます。 

④ 活動の実施・記録（概算払請求） 

記入例 

交付決定通知書の日付及び通知番号を記入してください。 

連携事業の場合は、それぞれの集落の補助額が分かるように記入してください。
（例）交付決定額 xxx,xxx円（□□区 xx,xxx円、△△区 xx,xxx円） 

連携事業の場合は連名とせず、それぞれで 
提出してください。 
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◆実績報告書（様式第 10号） 

 

様式第１０号（第１０条関係） 

  令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

 

美浜町長 □□ □□ 様 

 

住 所  美浜町○○25-25 

団体名    ○○区 

代表者名  区長 美浜 太郎 ○印  

 

 

集落元気プラン推進事業完了実績報告書 

 

令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日付け 美浜町指令ま 第 〇〇 号で補助金の交付決定を受けた

事業が完了したので、集落元気プラン推進事業補助金交付要綱第１０条の規定により、下記

のとおり関係書類を添えてその実績を報告します。 

 

記 

 

１ 補助事業の名称  （２）集落元気プラン活動支援事業 

 

２ 補助金の交付決定額及びその精算額 

交付決定額      ３２０，０００ 円 

       精 算 額      ３００，０００ 円 

 

３ 事業完了年月日   令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

 

４ 補助事業の成果    囃子の練習会を通して、伝統文化を次世代へ継承す 
るための体制ができ、世代間交流にもつながった。 

 

５ 添付書類 

   (1) 事業実績書（様式第１１号） 

   (2) 収支決算書（様式第１２号） 

   （3）経費を証する書類（領収書等） 

（4）完了写真 

   （5）その他事業の成果が分かる資料 

  

事業完了後、実績報告書を提出してください。 

⑤ 実績報告書の作成 

記入例 

交付決定通知書の日付及び通知番号を記入してください。 

(1)(2)１３，１４ページのとおり。 

(3)領収書の写し及び経費の内容が分かるもの（請 

求、納品書の写し等）を提出してください。 

(4)活動している写真、購入したものが分かる写真を 

添付してください。 

(5)必要な場合は役場から提出を依頼します。 

連携事業の場合は連名で提出してください。 
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◆実績報告書添付書類 (1)事業実績書（様式第 11号） 

 

様式第１１号（第１０条関係） 

事 業 実 績 書 

 

（単位：円） 

事 業 名 事 業 費 事業費積算内訳 適  要 

２）集落元気プラン

活動支援事業 

375,200円 笛 １０本 

100,000円×1.1＝110,000円 

 

太鼓 ２台 

 237,000円×1.1＝260,700円 

 

囃子の練習を周知するための 

チラシ印刷代     4,500円 

 

 

 

 

記入例 
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◆実績報告書添付書類 (2)収支決算書（様式第 12号） 

 

様式第１２号（第１０条関係） 

収  支  決  算  書 

 

 

１ 収入の部                           （単位：円） 

科  目 予算額 決 算 額 増減額 内    容 

区費 

 

町補助金 

81,000円 

 

320,000円 

75,200円 

 

300,000円 

△5,800円 

 

△20,000円 

 

合  計 401,000円 375,200円 △25,800円  

 

 

２ 支出の部                           （単位：円） 

科  目 予算額 決 算 額 増減額 内    容 

備品購入費 

 

印刷製本費 

396,000円 

 

5,000円 

370,700円 

 

4,500円 

△25,300円 

 

△500円 

笛、太鼓購入費 

 

チラシ印刷代 

合  計 401,000円 375,200円 △25,800円  

合計のうち 
補助対象経費  計 401,000円 375,200円 △25,800円  

合計のうち 
補助対象外経費 計 0円 0円 0円  

 

            上記のとおり相違ないことを証明する。 

 

令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

団体名  ○○区 

代表者名 区長 美浜 太郎 ㊞ 

 

【補助金計算】 

補助対象経費 375,200円×4/5≒300,000円（千円未満切捨て） 

記入例 

連携事業の場合は、それぞれの集落の区費・
町補助金を分かるように記入してください。 
（例）□□区 xx,xxx円 
   △△区 xx,xxx円 

連携事業の場合は連名で証明してください。 
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◆請求書（様式第 14号） 

 

様式第１４号（第１２条関係） 

  令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日 

 

美浜町長 □□ □□ 様 

 

住 所    美浜町○○25-25 

団体名    ○○区 

代表者名  区長 美浜 太郎 ○印  

 

 

集落元気プラン推進事業補助金請求書 

 

令和〇 年 〇〇 月 〇〇 日付け 美浜町指令ま 第 〇〇 号で額の通知があった補助金を

交付されるよう集落元気プラン推進事業補助金交付要綱第１２条の規定により、下記のとお

り、請求します。 

 

記 

 

１ 請求金額          ８０，０００ 円  
 

内訳 交付確定額   ３００，０００ 円 

        （交 付 済 額   ２２０，０００ 円） 

        （今回請求額    ８０，０００ 円） 

 

２ 振込先 

フリガナ ○○ク クチョウ ミハマ タロウ 

口座名義人 ○○区 区長 美浜 太郎 

金融機関名 □□銀行 

支店名 □□支店 

預金種目 普 通 ・ 当 座 

口座番号 ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ 

  

補助金交付額の確定通知後、請求書を提出してください。補助金全額又は清算後の 
補助金を交付します。 

⑧ 請求書の作成 

記入例 

交付額確定通知書の日付及び通知番号を記入してください。 

連携事業の場合は連名とせず、それぞれで 
提出してください。 

連携事業の場合は、それぞれの集落の補助額が分かるように記入してください。
（例）交付決定額 xxx,xxx円（□□区 xx,xxx円、△△区 xx,xxx円） 
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（１）補助金交付の対象としない事業について 

  ・次に掲げる事業については、補助金交付の対象となりません。 
  ① 町の他の補助事業等に該当する事業 

（他の補助事業の自己負担分に充てる場合も対象外） 

  ② 国、県等の補助金又は交付金その他これに類するものの交付を受けている事業 

  ③ 特定の人、団体などの利益を目的とした事業 

  ④ 宗教又は政治を目的とした事業 

  ⑤ その他町長が適当でないと認める事業 

 

 

（２）補助事業の実施期間について 

  ・補助金交付申請書提出後、役場から通知される補助金の交付決定通知日から当該年度 

末までとします。（交付決定通知書の日付＝補助対象期間の開始日） 

※交付決定通知書の日付以前に支出した経費は対象となりません。 

※事業はなるべく３月中旬を目途に完了させてください。 

 

 

（３）事業の変更等について 

・交付申請書に記載した事項を変更しなければならいような事由が発生した場合は、必 

ず役場担当課までお問い合わせください。（変更内容が補助対象事業として認められ 

る場合は、変更申請で対応できます。） 

 

  ・補助事業を中止や廃止または“補助事業が予定の期間内に完了しない”、“補助事業の 

遂行が困難となった”場合は速やかにご相談ください。 

 

 

（４）補助事業の経費の支出について 

  ・事業の責任者及び会計担当者等相互の連絡を密にしていただき、補助対象経費の取 

扱いについて十分注意してください。 

 

  ・事業内容の決定や変更、経費の支出については、区・自治会総会等により、意思決定 

のうえ事業を実施してください。 

 

  ・１０万円以上の金額を支出（契約）する場合は、原則、複数の業者（２社以上）から 

見積書を取り、区・自治会の意思決定を経て、相手方を決定してください。 

 

 

５．補助事業実施にあたっての注意事項 
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（５）補助金の使途及び証拠書類等の整理・保管について 

  ・補助金は、交付申請書に記載した事業、経費以外には使用しないでください。内容が 

変更になる場合は役場担当課までご相談ください。 

 

  ・実績報告の際は、活動したことが分かる写真や購入した物品等の記録写真が必要とな 

りますので、必ず写真を撮るようにしてください。 

 

  ・証拠書類（見積書、領収書等）及び役場から通知される交付決定通知書等は補助事業 

が完了してから５年間保管してください。 

 

 

（６）物品等取得時の注意 

  ・物品等納品時には速やかに検収を行い、納品されたことが分かるように写真を撮るよ 

うにしてください。（実績報告時に必要） 

 
    ・物品台帳を作成するなどして購入した物品の適正な管理を行うようにしてください。 
   （台帳登録の基準：購入価格が１万円以上で耐用年数が５年以上のもの） 

 ＜物品台帳例＞ 

 

物品台帳（集落元気プラン推進事業） 

No. 品名 型式 取得価格 取得年月日 保管場所 

１ 太鼓  xxx,xxx円 R2.7.15 〇〇センター倉庫 

２ 笛  xx,xxx円 R2.7.20 〇〇センター倉庫 

      

 

 

  ・購入した物品を耐用年数が経過しないうちに廃棄する場合は、役場まで連絡してくだ 

さい。 

 

・取得した物品等の売買、譲渡、交換、貸し付け等は行わないでください。 

 

  ・当該補助金を活用して購入したことが分かるように、見やすい箇所に長期に渡って消 

えないように表示してください。 

（例：〇〇年〇月〇〇日購入 集落元気プラン推進事業補助金） 

 

  ・物品の購入については、できる限り町内事業所を活用するようにしてください。 

   （※物品の購入以外にも町内事業所を活用するように心がけてください。） 
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（７）その他 

  ・委託契約等で契約期間が当該年度を超える場合の取扱いは、月数等による按分で決定 

し、補助金の確定は支払行為が完了している額に対して算出し交付します。 

次年度においても補助金交付がある場合は、引き続き交付決定日（補助対象期間の 

開始日）より補助対象経費としますので、該当する場合は必ずご相談ください。 

 

  ・補助事業の適正な執行を確保するため、検査を行う場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本事業は福井県集落活性化支援事業補助金を活用し実施しています。 

 

【問い合わせ先】 

美浜町役場まちづくり推進課 

 〒９１９－１１９２福井県三方郡美浜町郷市２５－２５ 

ＴＥＬ：０７７０－３２－６７０１ 

ＦＡＸ：０７７０－３２－１１１５ 

   E-mail：machidukuri@town.fukui-mihama.lg.jp 


